
これで攻略！
共通テスト
英語リスニング対策 

年受験を迎える皆さんには二つの大きな試練があります。
一つは、去年の今頃はだれも予想していなかった新型コロナウイルス感染症に

よる社会全体の混乱です。緊急事態宣言により、だれもが長期の自宅待機を余儀
なくされ、思い描いていたような勉強をすることができなかった人も多いことでしょう。
そしてもう一つが、「大学入試センター試験」から「大学入学共通テスト」（以下「共通テス
ト」）への移行です。英語の場合、「筆記」＋「リスニング」から「リーディング」＋「リスニン
グ」という編成に変わります。リスニングの配点比率は各大学で定めますが、センター
試験よりリスニングの比重が高くなる傾向があり、このことに不安を抱える人は少なく
ないと思います（東京大学ではセンター試験のリスニングを利用していませんでしたが、共
通テストはリーディング：リスニング＝７：３の比率で利用することになります。京都大学や東京医
科歯科大学では４：１→３：１、東京工業大学では４：１→１：１のように変化します。大学毎に状況
が異なりますので、志望校については各自調べておきましょう）。

共通テストのリスニングにどのように備えるべきか、大学受験グノーブル英語科の考
えを一言で言うと「グノーブルでの普段の英語学習を継続して、英語力全体を鍛え
る」ということです。今回の記事では、なぜそうすべきなのか、グノーブルでの「普段の
英語学習」とはどのようなものか、ということについてお話したいと思います。

前半の「理論編」では、英語という言語の中におけるリスニングの位置づけ、そして
リスニングに必要なものは何かを説明します。後半の「実践編」では、その理論を踏
まえ、普段どのような学習をすべきなのかを具体的に説明します。

英語や日本語に限らず、およそ言語とい
うものは文、そして文の集まりである文
章を使って情報交換や意思疎通を図る
ための手段です。リーディングで扱われ
るのもリスニングで扱われるのも文章
です。ではその2つは何が違うのか、基
本的なところから考えてみましょう。

文字の文章と音声の文章

　リーディングとリスニングの違いは媒
体、つまり、どのような手段で皆さんにその
文章が提示されるのかという1点です。
リーディングの文章は、紙や画面上に表示
される「文字の文章」です。他方、リスニン
グの文章は、直接だれかの口から、あるい

はスピーカーやイヤホンから流れてくる
「音声の文章」です。

リスニングに必要なこと
　  英語の音に慣れる

　教育現場では、「音声の文章」を扱うリス
ニングよりも、「文字の文章」を扱うリー
ディングの方に重きが置かれ ― 学年が上
がるほどこの傾向は強いと思われます 
―、結果的にリスニングよりリーディング
の理解度・定着度が高くなり、多くの人が
「見たらわかるけど、聴いたらわからない」
という悩みを抱えています。したがって、リ
スニングを得意にするために皆さんが行
うべきことの１つは、英語の音に慣れる、と

いうことになります。

　受験生の中には、「自分はこれまで音声を
使った学習をしてこなかった、これまで習っ
た単語は何百、何千とあるのにその音声を
いちいち確認するのは時間的に不可能だ」
という気持ちになる人もいると思います。も
し、英語の音声が何百種類もあって、一つ一
つの単語の発音を別個に覚えなければい
けないのだとしたら、相当な時間がかかる
でしょう。けれども、英語の音は母音と子音
を合わせても40種類ほどしかありません。
また、特に気をつけるべき音、つまり、文字
を見て頭の中で思い描く音と実際の音が異
なっているものは、種類が限られていて、し
かも多くの単語に共通で含まれています。

　たとえば、drinkの発音は「ドリンク」で
はありません。dとrが連続するところが独
特の音になり、カタカナ表記では表せない
発音です（カタカナは日本語を表記するた
めに考案されたものであり、まったく異
なった音韻体系を持つ英語音を表記する
のはそもそも不可能です。発音の不明な単
語は電子辞書などを使って耳で確認する
のが一番確実です）。drという音に慣れて
いない人は当然drinkという単語が聴き取
れないということになります。drinkのよう
な基本語も聴き取れないなんて致命的に
感じられるかもしれません。けれども、
drinkの発音にしっかり慣れさえすれば、
drを含む他の単語の音もわかることにな
ります。dry, dream, drama, drawなど
d rで始まる単語は多数ありますし、
address, hindrance など語中にdrを含
むものもあります。また、drの音に慣れる
と、これとよく似たtrの音にもすぐに慣れ
て、try, tree, train, attract, introduce
などが楽に聴き取れるようになります。こ
のように、リスニングのカギとなる音は、多
くの単語で共有されています。

リスニングに必要なこと
　  話し手のペースで解釈する

　文字と音声という異なる媒体は、その性
質に大きな違いがあります。文字はそこに
残り、音声はその場限りで消えてしまう、と
いう違いです。受け手の立場からこの違い
を捉えると、リーディングの文章は時間を
かけて、自分のペースで読み解いていくこ
とができるのに対して、リスニングの文章
は、話し手のペースで解釈しなければいけ
ない、ということになります。話し手のペー
スで解釈するということは、単語の連続で
ある文章を、日本語に置き換えることな
く、「聞こえてくる順番に」「聞こえてくるの
と同じ速さで」解釈していかなければなら
ないということです。

　「聞こえてくる順番に」解釈するために必
要なものは語彙力と文法力です。文は表
面的には単語の連続ですが、いくつかのか
たまりに分かれていて、それぞれのかたま

りがさらに小さなかたまりに分かれてい
く、という重層的な構造をしています。
たとえば
Our teacher asked us to repeat the 
sentence.
という文は、まず [Our teacher]＋[asked 
us to repeat the sentence] という主部
のかたまりと述部のかたまりに分かれま
す。述部は [asked]＋[us]＋[to repeat the 
sentence] に、to repeat the sentenceは 
[to]＋[repeat the sentence] に、repeat 
t he  s en tence  は  [r epea t]＋[the  
sentence]に分かれます。そして、主部の 
our teacherと最後のthe sentenceはそ
れぞれ [our]＋[t e ache r] ,  [t he]＋
[sentence] のように分かれます。

　このように、文の本質は「単語」の連続で
はなく、「意味を持つ単語のかたまり」の連
続であり、それを把握する力こそが文法力
なのです。聴き手に文法力がなければ、聴
こえてくる文は「単語」の連続となり、断片
的な意味の羅列になってしまいます。先ほ
どの英文（Our teacher asked us to 
repeat the sentence.）を単語の連続と
して捉えると、「私たち、先生、尋ねた、私た
ち、へ、繰り返す、その、文」という「解釈」に
なります（もはや「解釈」とは言えません
ね）。他方、「意味のかたまり」の連続として
捉えると、「私たちの先生は」「求めた」「私
たちに」「その文を繰り返すように」となり
ます。和訳の答案であれば少し手直しが必
要かもしれませんが、英文の意味を捉える
という点では、これで十分です。

文法にこだわらない？

　「リスニング力を鍛えるには、とにかく
英語の音にたくさん触れることが必要であ
り、文法にこだわってはいけない」と言わ
れることがありますが、これを「リスニング
に文法の知識は不要」という意味に解釈す
るのは間違いです。今、述べたように、文は
「単語」の連続ではなく、「単語のかたま
り」の連続です。そして、単語をかたまりと
して捉える力が文法力です。

　英語の「音」に慣れ親しむためには、英
語の音を繰り返し聴くことは欠かせませ
ん。また、聴こえてくる順番で意味を捉えて
いくための訓練として、音声教材を繰り返
し聴くことは非常に効果的です。そのよう
な訓練では、最初は文法的な構造を確認
し、単語のかたまりを意識しながら始めて
いきますが、練習を進めていくにつれて文

法とか単語のかたまりというものを意識
せずに、英語がそのまま頭の中に入ってく
るようになります。これが、「文法にこだわ
ることなく、話し手と同じペースで英語を
解釈できる」状態です。文法にこだわらな
いということは、文法を軽視するというこ
ととは正反対です。頭でしっかりと理解し
たものを、練習を繰り返して徹底的に身体
に覚えこませ、結果的に文法を意識しなく
ても単語のかたまりを正しく捉えられる状
態、これが「文法にこだわらない」というこ
とです。

リスニング≒リーディング

　ここまでの説明から明らかなように、リ
スニングの力はその大部分がリーディング
の力です。リスニングでは音そのものに慣
れなければならないという側面がありま
すが、それ以外では、リーディングとまった
く同じ力が求められます。先ほど、文字の
文章は読み手のペースで解釈できると言
いましたが、もちろん持ち時間が無限にあ
るわけではありません。試験であれば制限
時間の中でそれなりの語数の文章を読
み、なおかつ設問にも答えなければいけま
せん。いちいち文法解析をしたり、日本語
に置き換えたり、返り読みをしながら読ん
でいたのでは、文章の半分も読み進めるこ
とができません。したがって、リーディング
においても、書かれている順番に、音読す
るのと同じ速さで意味を捉えていくことが
求められます。そして、そのために必要な
のは語彙力と文法力です。

　ところで、皆さんは、これまでリーディン
グとリスニングのどちらに力を入れてきた
でしょうか。大部分の人はリーディング中
心の勉強をしてきたと思います。そうだと
したら、これまで進めてきたリーディング
の勉強方法を見直し、調整することで、リ
スニング力の向上を図るのが最も効率的
な学習ということになります。さらに、リス
ニング力向上につながる勉強方法は、同時
にリーディング力のさらなる向上にもつな
がっていきます。リーディングの勉強とリ
スニングの勉強を具体的にどうつないで
いけばよいか、後半ではその実践方法を説
明します。
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なります（もはや「解釈」とは言えません
ね）。他方、「意味のかたまり」の連続として
捉えると、「私たちの先生は」「求めた」「私
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ます。和訳の答案であれば少し手直しが必
要かもしれませんが、英文の意味を捉える
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に文法の知識は不要」という意味に解釈す
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ん。また、聴こえてくる順番で意味を捉えて
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し、単語のかたまりを意識しながら始めて
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いということは、文法を軽視するというこ
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に覚えこませ、結果的に文法を意識しなく
ても単語のかたまりを正しく捉えられる状
態、これが「文法にこだわらない」というこ
とです。
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　ここまでの説明から明らかなように、リ
スニングの力はその大部分がリーディング
の力です。リスニングでは音そのものに慣
れなければならないという側面がありま
すが、それ以外では、リーディングとまった
く同じ力が求められます。先ほど、文字の
文章は読み手のペースで解釈できると言
いましたが、もちろん持ち時間が無限にあ
るわけではありません。試験であれば制限
時間の中でそれなりの語数の文章を読
み、なおかつ設問にも答えなければいけま
せん。いちいち文法解析をしたり、日本語
に置き換えたり、返り読みをしながら読ん
でいたのでは、文章の半分も読み進めるこ
とができません。したがって、リーディング
においても、書かれている順番に、音読す
るのと同じ速さで意味を捉えていくことが
求められます。そして、そのために必要な
のは語彙力と文法力です。

　ところで、皆さんは、これまでリーディン
グとリスニングのどちらに力を入れてきた
でしょうか。大部分の人はリーディング中
心の勉強をしてきたと思います。そうだと
したら、これまで進めてきたリーディング
の勉強方法を見直し、調整することで、リ
スニング力の向上を図るのが最も効率的
な学習ということになります。さらに、リス
ニング力向上につながる勉強方法は、同時
にリーディング力のさらなる向上にもつな
がっていきます。リーディングの勉強とリ
スニングの勉強を具体的にどうつないで
いけばよいか、後半ではその実践方法を説
明します。
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対策

対策

ここからは、いま述べてきた理論に基づ
いて、具体的に何にどう取り組めばよい
かを説明します。

原因別リスニング対策

　通常授業で英語を受講している受験生
は、グノーブルの音声教材が手元にあるは
ずです。とりあえず一番最近の授業で取り
扱った読解の要約問題の音声や、作文・文
法の授業のリスニングの音声を聴いてみて
ください。しっかりと聴き取れたでしょう
か。もし、うまく聴けない、という場合は以
下の4つのうちのどれか、あるいはその組
み合わせが原因です。それぞれの原因に
は、それぞれに対策があります。

　  英文そのものが十分に
　  理解できていない

　文章全体あるいは肝心なところがうま
く聴き取れていないと感じたら、スクリプ
トを見てみましょう。スクリプトを読んでみ
てもやはり内容が把握できないのであれ
ば、語彙力・文法力が不足しているという
ことになります。

不明な単語の意味を調べて、単語のか
たまりを意識しながら、納得がいくま
でスクリプトの英文を読み直してくだ
さい。しっかりと理解できたら、音声を
聴き直しましょう。最初に聴いた時よ
りも、うんとよく頭に入ってきて、心地
よさを覚えると思います。こういう心
地よさの経験は自信につながり、前向
きに取り組むための原動力となります
から、大切にしてください。

　  英語の音に慣れていない

　音声で聴いた時にはよくわからなかっ
たが、スクリプトを読めばよくわかるとい
う場合、英語の音に慣れていないことが原
因の一つです（もう一つの原因は次の　 
で説明します）。うまく聴き取れない単語
やフレーズ、なんとなく耳にしっくりと響か
ない音があれば、それこそが皆さんの克服
すべき苦手な音ということになります。

うまく聴き取れないものは、まずどうい
う単語・どういうフレーズだったのか
を、スクリプトで確認しましょう。それか
ら、その部分にしっかり耳を傾けてくだ

さい。カタカナ発音やこれまでの思い込
みを忘れて、「音」そのものに集中しま
す。何度か聴いて音の姿がはっきりと感
じられるようになったら、今度はそれを
聞こえてきたまま真似てみます。最初は
うまくできないかもしれませんが、何度
か繰り返すうちに同じような音が出せ
るようになります。「出せた！」と思った
ら、口や唇の形、舌の位置、そして音の
響き、それらを意識しながらさらに何度
か発音してみましょう。そして、今度は
音声を聴きながら、同じスピード、同じ
イントネーション（音の抑揚）、同じリズ
ム（音の長短や音の強弱）で一緒に発音
してみてください。さっきまで苦手だっ
たところを、ナレーターと同じように発
音できれば、皆さんはその音を克服した
ことになります。きちんと発音できる音
はしっかりと聴き取れるはずです。

最初が一番難しい

　このようにして、「聴き取れない音」を「発
音できる音」に変える取り組みを毎日少し
ずつでも積み重ねていけば、1か月後には
音を聴く力、そして音読する力は飛躍的に
向上しています。これまであまり音声教材
を利用してこなかった人にとっては、思うよ
うに発音できないことが多くて落ち込むか
もしれません。でもあきらめないでくださ
い。一つでもうまく真似ることができれば、
それは大きな一歩となります。そしてそれ
をきっかけとして次につなげていくことが
できます。語学は累積的、つまり積み重ねで
す。一つのことが身につけば、それを土台と
して次の何かを身につけるのは少し楽にな
ります。

　先ほど例にあげましたが、drinkのdrが
うまく発音できるようになれば、treeやtry
のtrという音を身につけるのは簡単です。同
じように、betterのtの発音のコツがつか
めれば、put it onやnot at allのtの発音も
身につきます。put it ónのアクセントが身
につけば、cheer him úpのアクセントもわ
かります。cheer him upでhが消えること
がわかれば、betterのtの発音のコツと組
み合わせて、let her goも
聴き取れるようになりま
す。このように、マス
ターした音を少しず
つ増やしていくこと
で、発音できる単語
は雪だるま式に増え
ていきます。

　  放送される英文の速さに　  
　  ついていけない

　スクリプトを見ればよくわかるが、放送
される英文についていけなかったという場
合は、聴こえた通りに前から意味をとって
いく読み方をしていない、あるいは前から
読んではいるがまだ練習不足であること
が原因です。

　 と重複する部分もありますが、英文
を流しながら、そしてスクリプトを見
ながら、ナレーターと一緒に音読をし
てみましょう。同じスピード、同じイン
トネーション、同じリズムで一緒に発
音してみてください。　 は音声重視の
対策でしたが、ここでは解釈重視の対
策です。どういうことを述べているか
を頭の中でイメージしながら音読をし
てください。決して日本語に置き換え
ようとしてはいけません。ナレーターと
同じような読み方ができるようになっ
たら、今度は一人で音読をしてくださ
い。音読をするする時は、自分がその
文章を書いた本人になったつもりで、
目の前にいる人に向かって、その文章
の内容をプレゼンする気持ちで読むこ
とがポイントです。疑似的に発信者と
なることで、意味のかたまりをよりはっ
きりと意識することができるようにな
ります。ちなみに、この疑似的発信の
訓練を積むことは、ライティングやス
ピーキングのスキル向上にもつながっ
ていきます。もちろん、語彙力・文法力
も鍛えられます。

　  設問に適切に答えられない

　英文はだいたい聴き取れているし、話さ
れている内容も把握できている、けれども
答え合わせをしたら間違っている、そうい
う場合は、設問の把握が不十分であること
が原因です。

何を問われているかをしっかり把握す
る、という点につきます。出題の形式を
知るという点では、直近の過去問を解
くことが有効な方法の１つですが、来
年から始まる共通テストには残念なが
ら過去問はありません。ただ、大学入
試センターでは「試行調査（プレテス
ト）」を実施していて、問題や解答を公
開していますので、これが一種の「過去

実践編

問」ということになります。
https://www.dnc.ac.jp/daigakunyugak
ukibousyagakuryokuhyoka_test/pre-te

st_h30_1111.html

まだ取り組んでいない人は、どのよう
な試験なのかを経験しておくのがよい
でしょう。取り組む際は、問題冊子の
冒頭にある指示をよく確認し、30分間
の音声をそのまま流して解答します。
巻き戻しや早送りをせずに、本番のつ
もりで取り組みましょう。

もちろん、あくまで「試行調査」であり、
必ずしもその通りの出題になるとは限り
ません。試験会場では「何にどのように
答えるのか」「どのように放送されるの
か」をあらためて確認する必要がありま
す。試行調査の出題形式を事前に把握
しておけば、「ここが試行調査と違ってい
るな」と明確に意識できると思います。

過去問に取り組む意味

　グノーブルの通常授業で英語を受講さ
れている受験生にはお話ししていることで
すが、過去問は英語力を向上させるために
解くのではありません。問題の傾向を知る
こと、そして思ったように正解できなかっ
た場合はどこに原因があるのか自己分析
をすること、この2点が過去問に取り組む
目的です。皆さんの英語力が伸びるのは、
演習・添削→解説→復習という日々のサイ
クルを通してです。とりわけ、音声の聴き
込みや音読を中心とした復習にどれだけ
注力できるかがカギとなります。リスニン
グも例外ではなく、過去問（試行調査）や
模擬試験をこなせば、その分だけリスニン
グ力が向上するというわけではありませ
ん。日々の学習サイクルの中でこそ、語彙
力・文法力・読解力・作文力が鍛えられ、そ
れがリスニングの力にもなっていくのだと
いうことを理解してください。

2種類のGSLの使い方

　グノーブルの英語の授業では、読解の授
業にも作文・文法の授業にも音声教材
（GSL）が用意されていますが、それぞれの
役割は異なります。読解のGSLは、授業内
の演習→添削→解説を通じてしっかり理
解できた英文を、耳からインプットし、さら
に音読につなげることで、返り読みや日本
語への置き換えをすることなく、語順のま
ま意味をとる訓練をするためのものです。

これによってリーディング力だけでなく、
リスニング力も鍛えられるということは既
に述べた通りです。リーディング力・リスニ
ング力の精度を少しでも高めていくため
の教材と言ってよいでしょう。

　他方、作文・文法の授業で扱うGSL（リ
スニング問題）は、初めて聴く英文をどの
程度把握できるか、どのくらい設問に正解
できるか、という力試しを行ってもらうた
めのものです。1語1語を完璧に聴き取るこ
とよりも、問題に正解することを第一に考
えて取り組んでください。また、うまく解け
なかった場合に、どこに原因があるのかを
自己分析してもらうための演習でもありま
す。内容が難しかった、知らない単語がい
くつもあった、速さについていけなかった、
聴き取れない箇所で思考が停止してしまっ
た、何を答えればよいかを把握していな
かった、など、聴き取れない原因、正解でき
ない原因は様々です。それを確認する機会
だと考えてください。

　皆さんは英語力を伸ばしていく途上に
あるわけですから、演習でいつもいい点が
とれるとは限りません。知らないことが次
から次へと出てくることはむしろ普通のこ
とです。大事なのは、うまくいかない時に、
原因を探り、どうすればうまくいくか対処
法を考えることです。そのような前向きに
客観的に自分を見る力を通して、皆さんは
成長していくのです。

聴く時は、とにかく音声に集中

　最後に、実際にリスニング問題に取り組
む際に気をつけてもらいたい点をお話しし
たいと思います。リスニング問題に取り組
む際は、何よりも音声に集中することが肝
心です。音声が流れる前に設問に目を通
し、何を答えるべきか、どのような情報を聴
き取るべきか、などを確認して、英文が放
送されたら音声に集中します。「自分はリス
ニングが得意ではないから、メモを取りな
がら聴かないといけない」と考える人もい
るかもしれませんが、むしろ逆効果です。
メモを取ると、どうしても注意力の一部が
音声から離れてしまい、大事な情報を聴き
もらしてしまうかもしれません。きちんと聴
き取ろうとしてメモを取ることが、かえって
リスニングの妨げになりかねないのです。

　また聞こえてきた英文を頭の中で日本
語に置き換えようとしてはいけません。日
ごろから訓練している語順のまま前から

意味をとっていく読み方をリスニングでも
実践しましょう。

　共通テストのリスニングでは、問題に
よって、2回読みと1回読みがあります。授
業内のリスニング演習では2回放送するこ
とが多いのですが、1回目の放送の際に1
回読みの問題のつもりで取り組んでみる
と、より集中力を高めることができます。

　なお、1回読みの場合、大切な1語が聴き
取れなかったらどうしよう、という不安も
あるかもしれません。けれども、大切な情
報は違った表現で繰り返されるものなの
で、さほど心配することはありません。大学
入試センターが発表している問題作成方
針の中にも、「読み上げ回数については、
（中略）1回読みを含める。十分な読み上げ
時間を確保し、重要な情報は形を変えて
複数回言及するなど、自然なコミュニケー
ションに近い英語の問題を含めて検討す
る」と明記されています。1回読みで注意す
べきことは、むしろ、何を答えればよいの
かをしっかり把握した上で集中して聴くと
いうことです。放送を聴いた後に初めて設
問を読むのでは手遅れです。このようなこ
とは普段のリスニング演習でも意識してお
きたいところです。そして、リスニング以外
の問題演習においても、「何を、どのように
答えるべきか」を常に意識して取り組む姿
勢を忘れないでください。

最後に

　この記事を読んで、共通テストのリスニ
ング問題にどう向き合えばよいか、ヒント
は得られたでしょうか。未知のものに対し
て不安な気持ちになるのは当たり前のこ
とです。皆さん新型コロナウイルスは怖い
ですよね。けれども、手洗いをして、マスク
をして、密を避けて、十分に睡眠をとるな
ど、できることはいくつかあって、それを
淡々と続けていくことが、結局は一番の対
策となりそうです。
　初めての共通テストも不安です。けれど
も、相手は未知のウイルスではなく、英語
の試験です。問われるのは英語の力です。
特別なことをするのではなく、当たり前の
ことを行う、― 演習や宿題に集中して取り
組み、解説をしっかりと聴き、着実に復習
を行う、― これらを淡々とこなしながら英
語力を高めることが、共通テスト対策にな
り、また大学別の入試対策にもなっていき
ます。このことを心にとどめて、日々の学習
に取り組んでください。

対策

対策
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れている内容も把握できている、けれども
答え合わせをしたら間違っている、そうい
う場合は、設問の把握が不十分であること
が原因です。

何を問われているかをしっかり把握す
る、という点につきます。出題の形式を
知るという点では、直近の過去問を解
くことが有効な方法の１つですが、来
年から始まる共通テストには残念なが
ら過去問はありません。ただ、大学入
試センターでは「試行調査（プレテス
ト）」を実施していて、問題や解答を公
開していますので、これが一種の「過去

問」ということになります。
https://www.dnc.ac.jp/daigakunyugak
ukibousyagakuryokuhyoka_test/pre-te

st_h30_1111.html

まだ取り組んでいない人は、どのよう
な試験なのかを経験しておくのがよい
でしょう。取り組む際は、問題冊子の
冒頭にある指示をよく確認し、30分間
の音声をそのまま流して解答します。
巻き戻しや早送りをせずに、本番のつ
もりで取り組みましょう。

もちろん、あくまで「試行調査」であり、
必ずしもその通りの出題になるとは限り
ません。試験会場では「何にどのように
答えるのか」「どのように放送されるの
か」をあらためて確認する必要がありま
す。試行調査の出題形式を事前に把握
しておけば、「ここが試行調査と違ってい
るな」と明確に意識できると思います。

過去問に取り組む意味

　グノーブルの通常授業で英語を受講さ
れている受験生にはお話ししていることで
すが、過去問は英語力を向上させるために
解くのではありません。問題の傾向を知る
こと、そして思ったように正解できなかっ
た場合はどこに原因があるのか自己分析
をすること、この2点が過去問に取り組む
目的です。皆さんの英語力が伸びるのは、
演習・添削→解説→復習という日々のサイ
クルを通してです。とりわけ、音声の聴き
込みや音読を中心とした復習にどれだけ
注力できるかがカギとなります。リスニン
グも例外ではなく、過去問（試行調査）や
模擬試験をこなせば、その分だけリスニン
グ力が向上するというわけではありませ
ん。日々の学習サイクルの中でこそ、語彙
力・文法力・読解力・作文力が鍛えられ、そ
れがリスニングの力にもなっていくのだと
いうことを理解してください。

2種類のGSLの使い方

　グノーブルの英語の授業では、読解の授
業にも作文・文法の授業にも音声教材
（GSL）が用意されていますが、それぞれの
役割は異なります。読解のGSLは、授業内
の演習→添削→解説を通じてしっかり理
解できた英文を、耳からインプットし、さら
に音読につなげることで、返り読みや日本
語への置き換えをすることなく、語順のま
ま意味をとる訓練をするためのものです。

これによってリーディング力だけでなく、
リスニング力も鍛えられるということは既
に述べた通りです。リーディング力・リスニ
ング力の精度を少しでも高めていくため
の教材と言ってよいでしょう。

　他方、作文・文法の授業で扱うGSL（リ
スニング問題）は、初めて聴く英文をどの
程度把握できるか、どのくらい設問に正解
できるか、という力試しを行ってもらうた
めのものです。1語1語を完璧に聴き取るこ
とよりも、問題に正解することを第一に考
えて取り組んでください。また、うまく解け
なかった場合に、どこに原因があるのかを
自己分析してもらうための演習でもありま
す。内容が難しかった、知らない単語がい
くつもあった、速さについていけなかった、
聴き取れない箇所で思考が停止してしまっ
た、何を答えればよいかを把握していな
かった、など、聴き取れない原因、正解でき
ない原因は様々です。それを確認する機会
だと考えてください。

　皆さんは英語力を伸ばしていく途上に
あるわけですから、演習でいつもいい点が
とれるとは限りません。知らないことが次
から次へと出てくることはむしろ普通のこ
とです。大事なのは、うまくいかない時に、
原因を探り、どうすればうまくいくか対処
法を考えることです。そのような前向きに
客観的に自分を見る力を通して、皆さんは
成長していくのです。

聴く時は、とにかく音声に集中

　最後に、実際にリスニング問題に取り組
む際に気をつけてもらいたい点をお話しし
たいと思います。リスニング問題に取り組
む際は、何よりも音声に集中することが肝
心です。音声が流れる前に設問に目を通
し、何を答えるべきか、どのような情報を聴
き取るべきか、などを確認して、英文が放
送されたら音声に集中します。「自分はリス
ニングが得意ではないから、メモを取りな
がら聴かないといけない」と考える人もい
るかもしれませんが、むしろ逆効果です。
メモを取ると、どうしても注意力の一部が
音声から離れてしまい、大事な情報を聴き
もらしてしまうかもしれません。きちんと聴
き取ろうとしてメモを取ることが、かえって
リスニングの妨げになりかねないのです。

　また聞こえてきた英文を頭の中で日本
語に置き換えようとしてはいけません。日
ごろから訓練している語順のまま前から

意味をとっていく読み方をリスニングでも
実践しましょう。

　共通テストのリスニングでは、問題に
よって、2回読みと1回読みがあります。授
業内のリスニング演習では2回放送するこ
とが多いのですが、1回目の放送の際に1
回読みの問題のつもりで取り組んでみる
と、より集中力を高めることができます。

　なお、1回読みの場合、大切な1語が聴き
取れなかったらどうしよう、という不安も
あるかもしれません。けれども、大切な情
報は違った表現で繰り返されるものなの
で、さほど心配することはありません。大学
入試センターが発表している問題作成方
針の中にも、「読み上げ回数については、
（中略）1回読みを含める。十分な読み上げ
時間を確保し、重要な情報は形を変えて
複数回言及するなど、自然なコミュニケー
ションに近い英語の問題を含めて検討す
る」と明記されています。1回読みで注意す
べきことは、むしろ、何を答えればよいの
かをしっかり把握した上で集中して聴くと
いうことです。放送を聴いた後に初めて設
問を読むのでは手遅れです。このようなこ
とは普段のリスニング演習でも意識してお
きたいところです。そして、リスニング以外
の問題演習においても、「何を、どのように
答えるべきか」を常に意識して取り組む姿
勢を忘れないでください。

最後に

　この記事を読んで、共通テストのリスニ
ング問題にどう向き合えばよいか、ヒント
は得られたでしょうか。未知のものに対し
て不安な気持ちになるのは当たり前のこ
とです。皆さん新型コロナウイルスは怖い
ですよね。けれども、手洗いをして、マスク
をして、密を避けて、十分に睡眠をとるな
ど、できることはいくつかあって、それを
淡々と続けていくことが、結局は一番の対
策となりそうです。
　初めての共通テストも不安です。けれど
も、相手は未知のウイルスではなく、英語
の試験です。問われるのは英語の力です。
特別なことをするのではなく、当たり前の
ことを行う、― 演習や宿題に集中して取り
組み、解説をしっかりと聴き、着実に復習
を行う、― これらを淡々とこなしながら英
語力を高めることが、共通テスト対策にな
り、また大学別の入試対策にもなっていき
ます。このことを心にとどめて、日々の学習
に取り組んでください。

https://www.dnc.ac.jp/daigakunyugakukibousyagakuryokuhyoka_test/pre-test_h30_1111.html



